
京
都
国
立
博
物
館
の
写
真
に
つ
い
て

金　

井　

杜　

男

は
じ
め
に

　

京
都
国
立
博
物
館
の
平
常
展
示
館
（
旧
新
館
）
が
竣
工
し
た
昭
和
四
十
一
年

（
一
九
六
六
）
以
降
の
、
い
つ
か
は
不
明
だ
が
、
は
じ
め
て
専
任
の
写
真
技
師

が
学
芸
課
に
登
場
し
た
と
い
う
。
そ
れ
以
前
の
資
料
写
真
は
学
芸
員
が
自
分
で

撮
影
し
て
い
た
、
あ
る
い
は
必
要
に
応
じ
て
外
部
の
専
門
家
に
依
頼
し
て
い
た

ら
し
い
。

　

写
真
技
師
は
中
川
慶
子
氏
。
専
門
家
が
資
料
写
真
を
撮
る
よ
う
に
な
っ
て
、

資
料
写
真
は
そ
の
機
能
性
を
向
上
さ
せ
て
ゆ
く
。
写
真
技
師
の
有
用
性
が
認
知

さ
れ
始
め
た
と
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
中
川
さ
ん
が
辞
め
る
こ
と
に
な
り
、
縁

あ
っ
て
私
が
後
任
と
し
て
博
物
館
に
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
川
さ
ん
に
は

引
き
継
ぎ
で
お
目
に
か
か
っ
た
き
り
だ
っ
た
。
お
話
を
伺
う
間
も
あ
ま
り
な
い

ま
ま
、
そ
の
後
は
故
郷
の
北
海
道
に
帰
ら
れ
た
と
聞
く
。

　

京
都
国
立
博
物
館
の
館
長
が
、
そ
れ
ま
で
の
塚
本
善
隆
氏
か
ら
松
下
隆
章
氏

に
代
わ
っ
た
。
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
四
月
一
日
で
あ
る
。
博
物
館
で

写
真
技
師
と
し
て
の
私
の
仕
事
も
同
日
か
ら
始
ま
る
。

　

ち
ょ
う
ど
「
国
宝
阿
須
賀
神
社

伝
来
古
神
宝
」
の
ハ
ー
ド
カ
バ
ー

の
館
蔵
品
図
録
（
挿
図
1
）
の
制
作

中
で
あ
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
が
モ
ノ

ク
ロ
ー
ム
図
版
の
図
録
で
、
写
真

は
全
八
〇
図
、
う
ち
カ
ラ
ー
図
版

は
二
〇
図
で
あ
る
。
数
点
の
写
真

図
版
の
追
加
が
必
要
だ
と
い
う
こ

と
で
撮
影
し
、
こ
の
本
に
は
少
し

だ
け
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
私
の
記
憶
に
残
る

京
都
国
立
博
物
館
で
の
仕
事
に
つ

い
て
、
思
い
出
す
ま
ま
に
述
べ
て

み
た
い
。

挿図 1 　『国宝阿須賀神社伝来古神宝』
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「
平
家
納
経
と
厳
島
の
秘
宝
」
展 

�

昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）

　

大
掛
か
り
な
調
査
撮
影
に
初
め
て
参
加
し
た
の
は
、
一
九
七
二
年
秋
に
開
催

さ
れ
た
特
別
展
覧
会｢

平
家
納
経
と
厳
島
の
秘
宝｣

展
の
た
め
の
現
地
調
査
撮

影
で
あ
る
。
学
芸
課
長
（
景
山
春
樹
氏
）
以
下
、
学
芸
課
ほ
ぼ
全
員
で
厳
島
神

社
へ
お
邪
魔
し
て
調
査
と
撮
影
を
行
な
っ
た
。
カ
メ
ラ
一
式
と
写
真
電
球
一

式
、高
さ
一
七
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
の
照
明
用
ス
タ
ン
ド
四
本
、三
脚
、バ
ッ
ク
ペ
ー

パ
ー
な
ど
を
皆
で
分
担
し
て
担
い
で
も
ら
っ
て
出
か
け
た
。
当
時
、
宅
配
便
は

な
か
っ
た
の
で
、
機
材
の
運
搬
は
大
層
不
便
で
あ
っ
た
。

　

新
幹
線
が
岡
山
ま
で
し
か
通
っ
て
い
な
か
っ
た
時
代
で
あ
る
。
岡
山
か
ら
山

陽
本
線
に
乗
り
継
ぎ
宮
島
口
駅
へ
、
さ
ら
に
船
で
宮
島
に
渡
る
。

　

ま
だ
大
型
ス
ト
ロ
ボ
は
導
入
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
写
真
電

球
の
照
明
だ
け
を
用
い
て
、
4
×

5
イ
ン
チ
の
大
判
フ
ィ
ル
ム
で
撮

る
。
カ
ラ
ー
は
図
版
に
使
用
す
る

見
通
し
に
な
っ
て
い
る
カ
ッ
ト
に

限
り
、
大
半
は
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の

撮
影
で
あ
る
。
実
際
、
展
覧
会
図

録
（
挿
図
2
）
の
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
は

巻
頭
に
三
図
の
み
使
用
し
て
い

る
。

　

彫
刻
（
狛
犬
・
面
）
や
工
芸
品

（
漆
工
・
金
工
・
染
織
）、
書
画
は

屏
風
・
掛
幅
、
平
家
納
経
を
は
じ
め
と
す
る
巻
子
な
ど
多
様
な
撮
影
対
象
を
、

限
ら
れ
た
機
材
で
撮
る
こ
と
が
出
張
調
査
撮
影
の
最
大
の
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と

は
今
も
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。

　

博
物
館
に
入
り
間
も
な
い
頃
だ
っ
た
が
、
最
低
限
の
機
材
で
何
と
か
撮
影
で

き
た
が
、
ず
い
ぶ
ん
怖
い
も
の
知
ら
ず
で
あ
っ
た
と
思
う
。

『
国
宝　

十
二
天
像
』
図
録
（
上
・
下
）（
挿
図
3
）	

�

昭
和
五
十
一
・
五
十
二
年
（
一
九
七
六
・
七
七
）

　

京
都
国
立
博
物
館
蔵
の
、
東
寺
（
教
王
護
国
寺
）
伝
来
十
二
天
画
像
一
揃
い

を
、
全
図
に
加
え
部
分
図
も
、
す
べ
て
を
詳
細
な
カ
ラ
ー
図
版
と
し
た
。
十
二

幅
を
撮
影
す
る
段
階
で
、
指
示
さ
れ
た
個
所
を
如
何
に
ト
リ
ミ
ン
グ
す
る
か
は

撮
影
者
の
仕
事
で
あ
る
。
被
写
体
た
る
作
品
を
丁
寧
に
観
察
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
実
は
、
撮
影
の
た
め
に
照

明
が
当
て
ら
れ
て
い
る
作
品
を
観

察
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
私
の
仕

事
の
中
で
も
っ
と
も
重
大
な
機
会

で
あ
る
し
、
喜
び
で
も
あ
る
、
あ

る
い
は
役
得
と
言
っ
て
も
良
い
。

　

担
当
の
中
野
玄
三
氏
（
当
時
美

術
室
長
）
と
最
終
段
階
の
エ
ッ
ク

ス
線
撮
影
ま
で
を
行
な
う
。
各
幅

の
エ
ッ
ク
ス
線
透
視
図
版
を
加
え

た
上
下
二
冊
の
図
録
が
で
き
あ

が
っ
た
の
で
あ
る
。

挿図 2 　『平家納経と厳島の秘宝』展覧会目録

挿図 3 　『国宝　十二天像』（上・下）
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「
京
都
文
化
資
料
研
究
セ
ン
タ
ー
」

　

林
屋
辰
三
郎
氏
が
館
長
に
就
任
後
、
京
博
の
研
究
機
関
と
し
て
の
側
面
を

も
っ
と
活
か
そ
う
と
、「
京
都
文
化
資
料
研
究
セ
ン
タ
ー
」
が
設
立
さ
れ
た
。

そ
れ
ま
で
の
学
芸
課
資
料
室
は
よ
り
積
極
的
な
調
査
と
資
料
の
収
集
を
組
織
的

に
行
な
う
ベ
ー
ス
が
で
き
た
の
だ
。
こ
う
し
た
環
境
下
で
、
調
査
に
伴
う
写
真

資
料
の
量
は
大
幅
に
増
大
し
た
の
で
あ
る
。

「
図
像
調
査
」

　

仏
教
美
術
研
究
上
野
記
念
財
団
助
成
研
究
会
の
活
動
で
は
、
昭
和
五
十
六
年

頃
か
ら
「
真
言
密
教
美
術
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
各
地
に
蔵
さ
れ
る
密
教
図
像

を
調
査
撮
影
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
れ
は
泉
武
夫
氏
（
当
時

美
術
室
員
）
が
主
に
な
り
、
続

け
ら
れ
た
事
業
だ
。
東
京
国
立

博
物
館
、
大
東
急
記
念
文
庫
、

金
沢
文
庫
、
М
О
Ａ
美
術
館
、

中
京
圏
で
は
万
徳
寺
、
大
御
堂

寺
。
関
西
で
は
京
博
受
託
の
も

の
を
は
じ
め
、
仁
和
寺
、
高
野

山
な
ど
の
資
料
を
も
で
き
る
限

り
調
査
撮
影
す
る
と
い
う
膨
大

な
計
画
だ
っ
た
。
年
間
二
週
間

程
を
当
て
て
毎
年
行
な
い
、
前
記
の
所
蔵
先
の
調
査
撮
影
を
終
了
し
て
い
る（
挿

図
4
）。

　

ほ
と
ん
ど
が
巻
子
な
の
で
、
大
型
の
複
写
台
を
組
み
立
て
て
、
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
に
収
め
る
。
あ
わ
せ
て
6
×
12
セ
ン
チ
版
フ
ィ
ル
ム
（
モ
ノ
ク
ロ
ー

ム
）
で
も
す
べ
て
を
撮
影
し
た
の
で
あ
る
。
彩
色
の
あ
る
場
面
は
カ
ラ
ー
フ
ィ

ル
ム
で
も
撮
影
し
た
。
作
業
は
調
書
を
取
る
、
マ
イ
ク
ロ
写
真
を
撮
る
、
6
×

12
セ
ン
チ
版
で
撮
る
、
こ
の
三
つ
の
作
業
を
同
時
に
進
行
さ
せ
、
限
ら
れ
た
時

間
で
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

｢

中
尊
寺
経
調
査｣

　

四
千
巻
余
が
一
括
し
て
国
宝
と
い
う
中
尊
寺
経
は
、
そ
の
量
の
多
さ
の
た

め
、
詳
細
な
デ
ー
タ
も
写
真
も
わ
ず
か
だ
け
し
か
な
い
。
管
理
す
る
高
野
山
霊

宝
館
と
の
間
で
相
談
が
重
ね
ら

れ
た
。
昭
和
六
十
三
年
に｢

金

剛
峯
寺
蔵
中
尊
寺
経
を
中
心
と

し
た
中
尊
寺
経
に
関
す
る
総
合

的
研
究｣

と
し
て
科
学
研
究
費

の
支
援
を
受
け
一
年
に
延
べ
二

週
間
ほ
ど
高
野
山
に
出
張
し
て

調
査
撮
影
が
本
格
的
に
始
め
ら

れ
た
。

　

図
像
調
査
の
よ
う
に
、
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
全
巻
を
撮

り
、
6
×
12
セ
ン
チ
版
フ
ィ
ル

挿図 4 　�図像調査で撮影したマイクロ・フィルムを
製本した資料

挿図 5 　�科学研究費報告書『金剛峯寺蔵中尊寺経を
中心とした中尊寺経に関する総合的研究』
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ム
で
も
す
べ
て
カ
ラ
ー
と
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
で
撮
影
し
た
。
全
巻
が
紺
紙
に
表

紙
・
見
返
し
・
経
文
・
界
線
は
金
銀
泥
で
あ
る
。
そ
の
金
銀
泥
の
上
を
動
物
の

角
で
磨
い
て
箔
の
よ
う
な
光
沢
を
出
す
。
紺
紙
の
表
面
も
光
沢
を
持
つ
。
紺
紙

に
は
た
ま
に
墨
書
や
墨
印
な
ど
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
光
沢
の

あ
る
紺
紙
の
表
面
を
あ
る
角
度
か
ら
当
て
ら
れ
た
光
で
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
存
在
が
判
る
場
合
も
あ
る
が
見
逃
し
や
す
い
の
で
、
調
査
後
期
に
赤
外
線
テ

レ
ビ
カ
メ
ラ
を
二
箇
所
の
撮
影
台
に
設
置
し
、
常
に
経
巻
の
表
面
を
観
察
で
き

る
よ
う
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
墨
書
・
墨
印
な
ど
は
ほ
ぼ
確
認
で
き
た
。

　

こ
の
調
査
事
業
に
は
霊
宝
館
の
学
芸
員
も
調
査
に
加
わ
り
、
平
成
十
八
年
ま

で
に
ほ
ぼ
全
て
の
調
査
撮
影
を
終
え
た（
挿
図
5
）。
研
究
費
の
な
い
時
に
は
、「
継

続
が
大
切
だ
、
年
に
一
週
間
で
も
」
と
霊
宝
館
側
で
調
査
費
を
ご
工
面
頂
い
た

こ
と
を
も
記
し
て
お
き
た
い
。

「
社
寺
調
査
」

　

社
寺
調
査
に
つ
い
て
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
京
都
国
立
博
物
館
に
は
近

畿
一
円
に
調
査
の
対
象
と
な
る
社
寺
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

　

博
物
館
に
入
っ
た
時
の
資
料
室
長
は
、
彫
刻
担
当
の
井
上
正
氏
だ
っ
た
。
時

間
を
作
っ
て
は
各
地
の
寺
院
を
訪
ね
て
調
査
を
重
ね
て
き
た
方
だ
。
住
ま
い
の

伏
見
区
を
中
心
に
、
休
み
の
日
で
も
散
歩
が
て
ら
お
寺
を
訪
ね
、
こ
れ
は
と
い

う
仏
像
は
、
後
日
し
っ
か
り
と
調
査
撮
影
に
発
展
さ
せ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
他
の
学
芸
員
も
そ
れ
ぞ
れ
時
間
と
日
程
を
割
き
、
新
た
な
知
見

を
得
る
た
め
に
館
外
に
出
か
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
調
査
活
動
を
行
っ
て
い

た
。
続
け
て
き
た
成
果
は
積
み
上
げ
る
と
大
き
く
な
る
。
定
例
化
し
た
土
曜
講

座
を
始
め
、
毎
年
発
刊
さ
れ
る｢

学
叢｣

な
ど
、
そ
の
成
果
は
逐
次
発
表
さ
れ

て
き
た
。

　

調
査
先
で
は
調
査
目
的
以
外
の
作
品
資
料
を
発
見
す
る
こ
と
も
あ
る
。「
こ

ん
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
」
と
出
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
し
た
場
合
に
は

機
会
を
改
め
て
他
の
担
当
者
に
紹
介
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
な
ら
計
画
を
立

て
て
で
き
る
だ
け
ま
と
ま
っ
て
調
査
す
る
方
が
良
い
。
こ
う
し
て
学
芸
員
そ

ろ
っ
て
調
査
を
行
う
社
寺
調
査
が
始
ま
っ
た
（
挿
図
6
）。
昭
和
五
十
四
年
度
か

ら
ほ
ぼ
毎
年｢

京
都
社
寺
調
査
報
告
」（
挿
図
7
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

「
仁
和
寺
調
査
」　

昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）

　

社
寺
調
査
と
し
て
は
初
め
て
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
大
が
か
り
な
調
査
と
し
て
記

憶
に
残
る
。
ま
ず
は
一
週
間
の
調
査
を
行
な
う
。
収
蔵
庫
で
は
膨
大
な
資
料
が

あ
り
、
ひ
た
す
ら
調
書
を
取
り
次
々
と
撮
影
す
る
。
こ
の
調
査
で
は
厨
子
入
の

挿図 6 　社寺調査撮影風景

挿図 7 　『京都社寺調査報告』
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小
さ
な
薬
師
如
来
坐
像
（
霊
明
殿
本
尊　

こ
れ
は
一
九
九
〇
年
に
国
宝
に
指
定

さ
れ
た
）
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
一
週
間
で
は
済
ま
な
い
分
は
、
お
寺
か
ら
の

ご
協
力
に
よ
り
日
を
改
め
て
何
度
か
機
会
を
作
っ
て
頂
き
、
前
出
の
図
像
調
査

の
た
め
に
も
別
途
何
日
か
を
割
り
当
て
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

特
別
展｢
仁
和
寺
の
名
宝｣

が
、
こ
の
調
査
の
成
果
を
踏
ま
え
昭
和
六
十
三

年
（
一
九
八
八
）
に
開
催
さ
れ
た
際
に
は
、
京
都
社
寺
調
査
の
意
義
と
効
果
を

特
に
強
く
感
じ
た
も
の
で
あ
る
（
挿
図
8
）。
当
時
の
上
山
春
平
館
長
が
調
査
現

場
で
熱
心
に
視
察
さ
れ
て
い
た
様
子
を
思
い
出
す
。

　

平
成
五
年
度
に
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
の
講
座
が
京
博
に

開
か
れ
た
。
藤
沢
令
夫
館
長
の
時
代
で
あ
る
。
京
都
国
立
博
物
館
の
学
芸
員
が

併
任
の
教
授
・
助
教
授
と
し
て
指
導
に
あ
た
り
、
何
人
か
の
大
学
院
の
学
生
ら

が
学
ん
で
い
た
。
こ
の
学
生
た
ち
が
社
寺
調
査
活
動
の
際
の
助
手
と
し
て
動
い

て
く
れ
た
。
現
場
で
の
作
品
の
取
り
扱
い
、
調
査
法
な
ど
の
実
習
に
も
な
り
、

京
博
の
調
査
補
助
要
員
と
し
て
も
有
用
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。

｢

う
き
よ
絵
名
品
展｣

東
博
蔵
松
方
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

�

　

平
成
三
年
（
一
九
九
一
）

　

東
京
国
立
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
松
方
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
浮
世
絵
名
品

展
は
、
予
定
し
て
い
た
特
別
展
が
事
情
に
よ
り
で
き
な
く
な
り
、
急
き
ょ
企
画

し
た
展
覧
会
で
あ
る
。

　

東
京
国
立
博
物
館
の
収
蔵
庫
に
隣
接
し
た
ス
ペ
ー
ス
で
、
展
示
予
定
の
作
品

を
一
週
間
で
撮
影
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
展
覧
会
図
版
目
録
の
制
作
の
た
め
で

あ
る
。
東
京
国
立
博
物
館
近
く
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
か
ら
博
物
館
に
朝
出
勤

し
、
夕
方
戻
る
と
い
う
単
調
な
毎
日
の
撮
影
で
あ
っ
た
。

　

浮
世
絵
の
写
真
図
版
は
従
来
、
キ
ラ
（
雲
母
）
摺
り
を
光
ら
せ
な
い
撮
り
方

が
よ
し
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
時
は
逆
に
キ
ラ
（
雲
母
）
摺
り
を
光
ら
せ
る
撮

り
方
に
変
え
た
。
担
当
の
狩
野
博
幸
氏
の
提
案
で
あ
る
。
摺
ら
れ
た
当
初
は
輝

い
て
い
た
は
ず
だ
。
そ
の
後
、
他
の
本
の
図
版
で
も
次
第
に
キ
ラ
を
光
ら
せ
る

図
版
が
多
く
な
っ
た
。

「
特
別
展
覧
会
」

　

た
と
え
ば｢

古
面
の
美｣

（
一
九
八
〇
）、｢

日
本
の
染
織｣

（
一
九
八
五
）、「
蒔

絵
」（
一
九
九
五
）、「
花
洛
の
モ
ー
ド
」（
二
〇
〇
一
）、「
金
色
の
か
ざ
り
」（
二

〇
〇
三
）、「
古
写
経
」（
二
〇
〇
四
）
な
ど
の
展
覧
会
で
は
、
企
画
者
の
思
い

が
強
調
さ
れ
、
そ
の
思
い
に
共
感
し
な
が
ら
撮
影
す
る
（
挿
図
9
）。

　

｢

王
朝
の
仏
画
と
儀
礼｣

（
二
〇
〇
〇
）
の
よ
う
に
、
企
画
者
の
思
い
と
、
扱

う
作
品
そ
れ
ぞ
れ
の
強
さ
に
向
き
合
い
、
圧
倒
さ
れ
つ
つ
撮
る
こ
と
も
あ
る（
挿

図
10
）。

挿図 8 　『仁和寺の名宝』展覧会目録
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「
円
山
応
挙
」（
一
九
九

五
）、「
室
町
時
代
の
狩
野

派
」（
一
九
九
六
）、｢

若

冲｣
（
二
〇
〇
〇
）、「
雪

舟
」（
二
〇
〇
二
）、「
曾

我
蕭
白
」（
二
〇
〇
五
）

な
ど
で
は
、
画
家
の
持
つ

強
烈
な
個
性
を
次
々
に
観

て
行
く
こ
と
で
、
撮
り
終

わ
れ
ば
心
中
は
そ
の
作
家

の
世
界
に
染
め
ら
れ
て
し

ま
う
（
挿
図
11
）。

　

仏
像
だ
け
の
特
別
展
が

開
か
れ
た
例
は
意
外
に

少
な
い
。「
院
政
期
の
仏

像
」、
こ
の
展
覧
会
で
は
た
く
さ
ん
の
仏
像
が
博

物
館
に
展
示
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
一
堂
に
集
め
ら

れ
る
と
、
院
政
期
特
有
の
柔
ら
か
な
表
情
に
初
め

て
気
付
か
さ
れ
る
。
お
目
に
か
か
る
と
仏
像
の
美

し
さ
が
判
る
。
共
通
す
る
背
景
を
持
つ
仏
像
群
を

集
中
的
に
撮
影
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
も
の
は
大

き
い
。
仏
像
彫
刻
を
力
強
さ
や
厳
し
さ
を
強
調
す

る
傾
向
に
は
、
感
覚
的
な
側
面
と
、
形
式
的
技
法

に
よ
る
撮
影
の
ど
ち
ら
か
が
あ
る
が
、
も
う
一
方

で
仏
像
が
表
現
し
て
い
る
も
の
を
引
き
出
す
こ
と

が
、
実
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
う
。
の
ち
に
「
鑑
真
」「
阿
修
羅
」｢

仏

頭｣

な
ど
を
撮
影
す
る
機
会
を
得
た
際
に
は
こ
う
し
た
考
え
で
臨
ん
だ
。｢

院

政
期
の
仏
像｣

展
は
、
仏
像
彫
刻
を
撮
る
こ
と
と
そ
の
意
味
を
、
私
自
身
の
大

き
な
テ
ー
マ
と
し
て
認
識
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
も
言
え
る
。

　

特
別
展
覧
会
は
担
当
者
の
熟
考
の
末
に
あ
る
テ
ー
マ
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
る

か
ら
面
白
い
。
リ
ス
ト
か
ら
都
合
よ
い
も
の
が
単
純
に
集
ま
っ
た
だ
け
で
は
ど

う
し
て
も
テ
ー
マ
は
散
漫
に
な
る
よ
う
に
思
う
。

　

思
え
ば
、
多
く
の
特
別
展
を
観
て
、
山
ほ
ど
の
作
品
を
観
た
。
撮
影
で
は
出

陳
作
品
に
向
き
合
え
る
仕
事
が
で
き
た
こ
と
は
幸
せ
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

「
資
料
写
真
の
変
化
」

　

写
真
資
料
は
基
本
的
に
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
で
あ
っ
た
。
美
術
史
の
研
究
者
に

と
っ
て
、
基
本
的
に
実
物
を
熟
覧
す
る
こ
と
が
作
品
研
究
の
第
一
歩
、
そ
の
後

の
記
憶
再
現
の
た
め
の
補
完
資
料
と
し
て
、モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
プ
リ
ン
ト
が
あ
る
。

挿図10　『王朝の仏画と儀礼』展覧会目録

挿図 9 　�『古面の美』『日本の染織』『蒔絵』『花洛のモード』
『金色のかざり』『古写経』展覧会目録

挿図11　�『円山応挙』『室町時代の狩野派』『若冲』
『雪舟』『曾我蕭白』展覧会目録
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資
料
室
に
は
写
真
カ
ー
ド
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
が
用
意
さ
れ
、
新
た
に
加
わ
る
写

真
も
次
々
に
加
え
ら
れ
る
。
腰
の
あ
る
写
真
カ
ー
ド
に
大
キ
ャ
ビ
ネ
版
（
13
×

18
セ
ン
チ
）の
写
真
を
貼
り
付
け
、カ
ー
ド
の
余
白
に
は
作
品
名
や
所
蔵
、フ
ィ

ル
ム
の
番
号
な
ど
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
所
蔵
別
、
ジ
ャ
ン
ル
別
、
作
品
別
と
、

容
易
に
検
索
で
き
る
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
資
料
写
真
の
整
理
方
法

は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
併
せ
て
現
在
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

　

昭
和
三
十
八
年
代
後
半
に
は
カ
ラ
ー
写
真
が
一
般
に
も
普
及
し
は
じ
め
た
。

商
業
広
告
が
盛
ん
で
、
写
真
産
業
の
隆
盛
期
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　

昭
和
五
十
五
年
頃
ま
で
の
京
都
国
立
博
物
館
（
単
独
主
催
分
）
特
別
展
覧
会

目
録
を
開
い
て
み
る
と
、
表
紙
と
巻
頭
の
何
頁
か
が
カ
ラ
ー
で
、
あ
と
は
モ
ノ

ク
ロ
ー
ム
の
図
版
と
い
う
も
の
が
多
い
。
カ
ラ
ー
図
版
の
多
い
も
の
で
も
一
六

頁
、
三
二
頁
ほ
ど
と
い
う
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
京
都
国
立
博
物
館
で
ほ
と

ん
ど
カ
ラ
ー
写
真
図
版
の
特
別
展
覧
会
目
録
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
「
蒔

絵
―
漆
黒
と
黄
金
の
日
本
美
」
展
（
平
成
七
年
・
一
九
九
五
）
の
目
録
が
初
め

て
だ
と
思
う
。

　

そ
れ
ま
で
の
間
、
博
物
館
の
資
料
写
真
に
カ
ラ
ー
写
真
が
な
か
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。
た
だ
し
、
当
面
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
だ
け
カ
ラ
ー
を
撮
る
と
い
う

状
況
で
あ
っ
た
。
暮
れ
に
な
る
と
会
計
係
か
ら
フ
ィ
ル
ム
、
現
像
の
予
算
が
払

底
し
て
き
た
の
で
な
る
べ
く
倹
約
す
る
よ
う
に
、
と
言
わ
れ
た
こ
と
さ
え
も

あ
っ
た
。

　

次
第
に
カ
ラ
ー
の
撮
影
は
増
加
す
る
。
日
本
の
出
版
界
は
活
況
を
呈
し
、
大

手
出
版
社
の
美
術
全
集
や
美
術
関
係
書
が
盛
ん
に
出
版
さ
れ
た
。
カ
ラ
ー
図
版

で
あ
る
こ
と
を
最
大
の
特
長
と
し
て
売
り
出
し
た
た
め
、
出
版
社
か
ら
の
要
請

の
ほ
と
ん
ど
は
カ
ラ
ー
写
真
だ
っ
た
し
、
東
京
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
写
真
家
を
擁
し

て
取
材
撮
影
に
来
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　

京
都
国
立
博
物
館
と
し
て
も
各
方
面
か
ら
の
貸
し
出
し
の
要
請
に
で
き
る
だ

け
応
え
る
た
め
、
一
つ
の
作
品
に
つ
い
て
多
様
な
角
度
、
多
様
な
ト
リ
ミ
ン
グ

で
撮
っ
た
カ
ラ
ー
写
真
を
、
可
能
な
限
り
用
意
す
る
方
針
へ
次
第
に
移
行
し
て

き
た
。
資
料
写
真
を
蓄
積
し
て
外
部
か
ら
の
要
請
に
応
え
る
の
は
、
国
立
博
物

館
の
果
た
す
べ
き
役
割
で
あ
る
と
の
認
識
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
が
実
用
化
し
た
の
は
こ
こ
一
〇
年
ぐ
ら
い
で
あ
ろ
う
か
。

印
刷
に
耐
え
る
画
質
を
持
ち
始
め
た
デ
ジ
タ
ル
写
真
は
、
一
般
の
商
業
写
真
や

報
道
写
真
な
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
で
は
す
で
に
フ
ィ
ル
ム
に
取
替
わ
っ
た
。
フ
ィ
ル

ム
産
業
は
急
速
に
衰
え
消
費
量
は
激
減
す
る
。
需
要
の
な
い
も
の
は
衰
退
し
、

今
や
デ
ジ
タ
ル
写
真
環
境
で
あ
る
。
そ
の
利
便
性
の
た
め
、
腰
を
据
え
た
写
真

撮
影
や
、
写
真
の
長
期
保
存
と
い
う
大
事
な
側
面
を
失
っ
て
し
ま
わ
な
い
こ
と

を
願
う
も
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

何
人
も
の
研
究
者
と
一
緒
に
仕
事
を
し
て
き
た
。
学
芸
員
た
ち
は
撮
影
の
た

め
に
長
い
時
間
を
良
く
付
き
合
っ
て
く
れ
た
も
の
だ
。
ど
ん
な
写
真
が
必
要

か
、
ど
う
撮
る
か
、
に
つ
い
て
い
つ
も
話
し
合
い
な
が
ら
仕
事
を
し
て
き
た
。

　

次
第
に
忙
し
く
な
る
と
、
学
芸
員
は
雑
芸
員
と
自
虐
的
に
言
わ
れ
始
め
た
。

最
近
は
撮
影
に
は
時
間
を
か
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
ら
し
い
。
時
代
の

な
か
で
環
境
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
は
仕
方
の
な
い
こ
と
な
の
だ
ろ
う
が
、
文

化
財
で
あ
る
美
術
品
が
世
に
認
知
さ
れ
る
に
は
良
い
写
真
を
用
意
す
る
必
要
が

あ
る
。

　

研
究
員
た
ち
の
現
在
の
境
遇
を
思
う
。
博
物
館
学
芸
員
（
京
都
国
立
博
物
館

で
は
研
究
員
と
呼
称
）
は
研
究
職
で
あ
る
。
か
つ
て
の
学
芸
員
に
雑
務
が
な
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か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
調
査
研
究
に
打
ち
込
む
に
は
、
い
ま
や
雑

務
と
は
言
え
な
い
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
掛
け
持
ち
す
る
こ
と
が
必
然
と

さ
れ
る
境
遇
を
、
少
し
気
の
毒
に
思
い
つ
つ
健
闘
を
祈
る
も
の
で
あ
る
。

　

京
都
国
立
博
物
館
で
私
が
撮
影
の
仕
事
に
専
任
し
て
か
ら
退
職
す
る
ま
で

の
、
博
物
館
の
資
料
写
真
の
こ
と
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
と
、
学
叢
の
編
集
者

か
ら
丁
重
な
お
手
紙
を
い
た
だ
い
た
。
研
究
者
で
は
な
い
私
が
書
き
留
め
て
お

く
べ
き
こ
と
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
記
憶
を
た
ぐ
り
、
思
い
出
し
な
が
ら
取

り
留
め
な
く
書
き
連
ね
て
し
ま
っ
た
が
、
な
か
に
は
不
確
か
な
事
や
事
実
と
は

異
な
る
と
の
ご
指
摘
も
あ
る
だ
ろ
う
と
思
う
。
お
気
づ
き
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、

さ
い
わ
い
「
京
都
国
立
博
物
館
百
二
十
年
史
」
に
正
確
な
歴
史
が
整
理
さ
れ
て

い
る
の
で
ご
確
認
い
た
だ
き
、
ど
う
か
ご
寛
容
頂
き
た
い
。
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